
os6:18における「he:rem」の訳）
s 6.18 新改訳第三版ただ、あなたがたは、聖絶のものに手を出すな。聖絶のものにしないため、聖絶のものを取って、イスラエルの宿営を

聖絶のものにし、これにわざわいをもたらさないためである。
新改訳2017あなたがたは聖絶の物には手を出すな。あなたがた自身が聖絶されないようにするため、すなわち、聖絶の物の一部を

取ってイスラエルの宿営を聖絶の物とし、これにわざわいをもたらさないようにするためである。
口語訳 また、あなたがたは、奉納物に手を触れてはならない。奉納に当り、その奉納物をみずから取って、イスラエルの宿営を、

滅ぼさるべきものとし、それを悩ますことのないためである。
新共同訳あなたたちはただ滅ぽし尽くすべきものを欲しがらないように気をつけ、滅ぽし尽くすべきものの一部でもかすめ取って

イスラエルの宿営全体を滅ぽすような不幸を招かないようにせよ。
協会共同訳くれぐれも言っておくが、滅ぽし尽くすべき献げ物に手を出してはならない。あなたがたが滅ぽし尽くしたはずの献げ物に

手を出すとき、イスラエルの宿営もまた滅ぽし尽くされるものとなり、災いがもたらされるだろう。
フラン会訳奉納物として滅ぽし尽くすべきものに心を奪われるな。奉納物として滅ぽし尽くすべきものに手を出せば、身の破滅、

イスラエルの宿営の滅びを招き、災いをもたらすことになる。
バルバロ訳おまえたちは自分がヘレムに処されないように気をつけよ。欲にかられて、ヘレムに処されたものの中から盗めば、

おまえたちはイスラエルの宿営をヘレムにして不幸に陥れることになる。
岩波訳 ただ、あなた方は聖絶すべきものに身を慎め。自分たちで（勝手に）聖絶しないようにせよ。また聖絶すべきものの中
（鈴木佳秀）からかすめ取り、（逆に）イスラエルの陣営を聖絶されるべきものと同じものにしてしまい、災いをもたらすことが

ないようにせよ。
文語訳 唯汝ら誼はれし物を慎め恐らくは汝ら其を組はれしものとして献ぐるに方りその阻はれし物を自ら取りてイスラエルの

陣螢をも組はるるものとならしめ之をして悩ましむるに至らん

名詞 動詞 名詞 名詞
新改訳 聖絶のものに 聖絶のものにしない聖絶のものを聖絶のものにし
口語訳 奉納物 奉納に当たり奉納物 滅ぽさるべきもの
新共同訳滅ぽし尽くすべきもの奉納に当たり奉納物を取って滅ぽされるぺきもの

フラン会訳奉納物として滅ぽし尽くす奉納物として滅びを招き
文語訳 誼はれし物 l!Iはれしものとして誼はれし物 l!ll;l:るるものとならしめ

ヘブル語ロゴniJ • 1か7lJ 口丁niJ 口'Jn
n.ms.abs+art hiphil.impf.2mp n.ms.abs+art n.ms.abs 

ギリシャ語ava9eμa'toc; ava8eμa't0g avao甲a

LXA 

KJV 

NIV 

n.gen.ns n.gen.ns n.acc.ns 

accursed thing accursed accursed thing 

accursed thing accursed accursed thing curse 

devoted thing destruction destruction 

RSV things devoted devoted devoted things th;ng for destrucbon 

(Kohlenburger) 

名詞 動詞 名詞
聖絶のもの 聖絶のものにする
奉納物 奉納する 滅ぽさるぺきもの
滅ぼし尽くすべきもの 奉納する 滅ぽさるぺきもの

奉納物 滅ぽし尽くす
誼はれし物阻はれしものとして

ロコn ロ'Jn

avaOcμa avaocμmts(1) 

LXXにおいて「he:rem」が「anathema」と訳されない
時には以下のギリシャ語が使用されている。
痣0入cOpc'¥)(1)destroyutterly絶滅する Act3:23

a7t0訊'¥)μt destroy, ruin, kill滅ぽす、絶やす、破壊する、殺す

avaOnμa anathe:ma 奉献物、奉納物

名詞 ロォn 29, devoted thing(6), devoted(4), destruction(3). curse(1). destroyed(1). devoted to destrucion(1)---

動詞 口9n
(W.L.Holladay) 

名詞

動詞

ロコn
ロ'Jn

51, totally destroyed(13), completely destroyed(6), compleletely destroy(3), annihilimate(1), kill(1)---

dedication to exclusion from profane use.to destruction.or to solely cultic use.ban.what is banned 

devote to the ban,dedecate to destruction.esp.war booty,men,cattle,dedicate s.thg to Y.by yhe ban 

＊現段階において私が適当な日本語訳と考える言葉は「滅霊奉献」。

あなたがたは滅霊奉献物には手を出すな。あなたがた自身が滅霊奉献されないようにするため、すなわち、滅霊奉献物の一部を
取ってイスラエルの宿営を滅霊奉献物とし、これにわざわいをもたらさないようにするためである。
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羹甜誤そも！と老整会意品、信条と教会政治において伝統的な長老教会の特質を継承していますが、中庸の神学を
いっ． において特徴のある教義を持っています。

中庸の神学というのは、人間の救いの教義においてカル
具体的には、教会設ユ時に次の四点におし，9

ヴァン主義でもアルミニウス主義でもなく、中間の立場を取るということです

雷忠9翌は゜
、-凶zン這 の上鯰強いウ謬 良 迄笠二息哩迫え改且返U込

の人のためにではなく全人類のために死なれたのである。
③幼くして死んだものは皆、キリストにより、また御霊の聖めによって救われている。
④神の御霊は、キリストの成し遂げた贖罪の及ぶ範囲、すなわち全世界において働いてい
人に弁解の余地はない。

る。それゆえ、あらゆる
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